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研究成果の概要（和文）：本研究は、「復興」という開発過程に、被災地の人々の心情、風景、場所や風土の再
構築といった、可視化・定量化されない要素を、どのように組み込んでいくかについての論である。中心市街地
の嵩上げ工事は住民にとって「第二の喪失」ともいえるものだったが、一方で映像やテキスト、語りを通じて、
様々な場所が表象され再構築されていた。新たに作り出された場所は、被災前の場所の記憶を継承しながら、そ
の連続性の上に存在している。復興における「場所」とは、「被災前の市街地／嵩上げ後の市街地」という二項
対立で捉えられるものではなく、「今、ここ」でその都度作り出され、常に構成の過程にある開かれたものであ
ることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study highlights how primordial landscape, emotions of the people at 
the tsunami hit area should be fairly included in the development process of “reconstruction” 
which tend to carry weight visible and quantitative aspects, for the sake of humanistic 
reconstruction of place and fudo (milieu). Newly constructed urban areas by heightening after the 
tsunami disaster gave “the second lost” for the people who lost familiar landscapes together with 
the living memory. These newly built townships and places, however, are also imaginatively 
constructing succeeding memories of places of pre-disaster area.   

研究分野： 人文地理学
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  ５版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が明らかにしたのは、以下の点である。1）津波被災地陸前高田の人々が、元の街が失われ、嵩上げして
作られた新たな市街地に「場所喪失」の不安定感を抱いている；2）ハード偏重の国や市による「大文字の復
興」の一方で、住民やコミュニティによる多様な「小文字の復興」が接合されている；3）住民の場所の経験は
多様であり、官主導の伝承施設や震災遺構に収束されない記憶をどのように表象し伝承していくかが課題であ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景  

本研究が対象とする被災地陸前高田市では、12.5 メートルの防潮堤が建設され、津波で壊

滅した広大な中心市街地の領域を 10 数メートル嵩上げして、新たな商業施設等を作ると

いう、類例のない大規模な公共工事が行なわれた。防災集団移転の住宅地は山を削り、森

を伐採して高台に作られ、地域の風景・風土は大きく相貌を変えている。 

２． 研究の目的 

被災地で進められる「復興」という名の再開発は、物質的・可視的側面に偏る傾向があ

る。本研究は、「復興」という開発過程に、被災地の人々の心情、風景、場所や風土の再

構築といった、可視化・定量化されない要素を、どのように組み込んでいくかについての

試論である。このため、「場所」の再構築を軸に、感情・身体・ジェンダー・風土などの

議論に精通したメンバーを分担者に組み入れた。 
３． 研究の方法  

研究方法の中核をなすのは、現地の住民との対話的なフィールドワークであり、現地住民
の方々を単なる研究対象ではなく、研究協力者として位置づけ、双方向的・継続的なイン
タビューを実施してきた。Covid-19 の蔓延のため、感染者の少なかった同地を訪ねること
を控えざるを得ない時期もあったが、分担者はそれぞれ努力して、調査を続けてきた。 
４． 研究成果  

（１）各研究メンバーの探求テーマと成果の概要は、以下のとおりである。 
1)熊谷圭知（お茶の水女子大学名誉教授）：被災地における原風景の喪失と風土の復興 

「原風景」とは、「個人の心に深く刻み込まれ、繰り返しあるいは時折、強い情感を伴
って喚起される風景」である。2019 年 12 月～2 月にかけて、これまで関わってきた陸前
高田市の人々に原風景調査を行なった。その結果、人々の原風景として多く挙がってきた
のは、1)子供時代の生業・遊びとそれにまつわる自然、2）祭りの風景、3）高田松原の風
景、そして 4）震災前後の街の風景であった。震災前後を対象とした街の風景の対照を語
った回答が多く寄せられたことは、陸前高田の人々が、元の街が失われ、その上に新たに
作られた市街地に対し、「場所喪失」の不安定感を抱いていることを窺わせる。一方、津
波の最高到達点に桜を植える「桜ライン 311」や、高田松原を復原しようとする「高田松
原を守る会」など、新たな風土を再構築しようとする活動も、外部からの若い世代も巻き
込みながら行なわれている。 
2)吉田容子(奈良女子大学教授)：被災地への若者移住と復興まちづくり 
 多くの自治体が都市部出身者の地方移住を支援し、地方移住者による地域振興への寄与
が期待されている。被災地陸前高田において、復興・まちづくりの新たな担い手として期待
される移住者の実践について、陸前高田市が運営委託する特定営利活動法人高田暮舎の活
動と移住者への聞き取りから考察した。震災後の U ターン者である同団体の主宰者には、
昔の保守的な陸前高田に戻ってほしくないために、外部の人と関わることで新しい高田の
価値観を作りたいというモチベーションがあった。被災地のことを分かっている U ターン
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者が地元の復興を図る一方、I ターン移住者は復興まちづくりに関わる実践を通して、自分
の「場所」を構築し、自分が居心地のよいと感じるところで暮らす魅力を見出していた。 
3)中島弘二（金沢大学教授）：陸前高田における場所の喪失と再構築 

被災地において人々は、被災前から被災時、そして被災後の復興というプロセスを通じ
て日々刻々と移り変わるそれぞれの場所と向き合って生きてきた。そうした場所の意義を
考慮することなしに復興の問題を論じることはできない。こうした問題意識から、1）復
興過程における住まいの変遷と「場所」、2）土地区画整理事業における様々な「場所」
に焦点を当て考察を行なった。中心市街地の嵩上げ工事は住民にとって「第二の喪失」と
もいえるものだったが、一方で映像やテキスト、語りを通じて、様々な場所が表象され再
構築されていた。嵩上げ事業が作り出した場所は、被災前の場所や破壊され更地となった
場所の記憶を継承しながら、その連続性の上に存在している。復興における「場所」と
は、「被災前の市街地／嵩上げ後の市街地」という二項対立で捉えられるものではなく、
「今、ここ」においてその都度作り出され、常に構成の過程にある開かれたものである。 
4)大城直樹（明治大学教授）：被災地陸前高田における「民俗の場所」 

資料調査等から、少なくとも陸前高田中心市街地の「民俗」が都市であるが故なのか、周
辺地域に多くの「民俗」的なものが豊富にあるのに対して、それほど多くないことを実感し
た。七夕がその中にあって最大のものということになろうが。街の民俗については、近隣の
大船渡や気仙沼などと比較する必要があろう。ムラとマチの関係性について、改めて陸前高
田の地域性に留意しながら検討する必要があると感じた。「民俗」の場所の現在というテー
マで、引き続き、嵩上げ地を含めた「民俗地図」的なものを作成したい。具体的には、小祠・
小堂、各種モニュメント等の再現（移転）状況の確認、また、これら（年中行事を含む）を
維持させる主体ないしは社会的基盤（青年団・消防団）の確認を行いたい。さらに可能であ
れば、郷土史家的な方から話を伺う機会を得たいと考えている。 
5)池口明子（横浜国立大学教授）：「コモンズ」としての広田の海 
 広田半島沿岸海域の資源利用と社会集団の変化を村落やライフヒストリー、漁業史資料
で遡った。広田半島において、採貝・採藻慣行は広く実践されており、これらの自給的採集
者は准組合員として漁協組織に加入している。また、採集漁場は小字スケールではなく旧広
田村全域が入会漁場となっており、このことが広田半島沿岸の海域を範疇とする漁場管理
を可能にする下地となっている。親類同士の贈与の慣習は継続しており、氏神祭祀もこの親
類単位でおこなわれている。家の財産として森林は重要な位置を占め、木材は家屋材や薪炭
のみならず磯船製造にも用いられた。黒崎神社の例大祭には地区単位に異なる演目で参加
があり、なかでも梯子虎舞は旧広田村を象徴する演目である。広田地区の住民の多くは黒崎
神社の氏子であると同時に、慈恩寺の檀家組織を構成しており、広田地区単位のまとまりの
良さに大きく貢献していると考えられる。 
6)村田陽平（法政大学准教授）：こころの復興とその課題 

陸前高田では、「はまってけらいん、かだってけらいん （仲間に入って語りましょう）」な
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どのキャンペーンを中心に、「みんなで輝く陸前高田（ノーマライゼーションという言葉の
いらない街づくり）」を目指す被災者の心のケアを実施している。メンタルへルスの問題は、
非常に繊細なものであるため心のケアを求める当事者と接点を持つことは難しい。そこで、
主に陸前高田市ユニバーサル就労支援センターでの聞き取りをすることで、この課題に取
り組んだ。このセンターの支援対象者は、働きたくても働けない、なかなか仕事が決まらな
い人 （市近隣域在住者）である。話をする中で、ひとりの利用者 （PTSD 当事者）への聞き
取りを実施することができた。また、他の NPO 団体 （匿名）でも、二人の PTSD 当事者の
語りを聞くことができた。これらを通じて、震災被災地の心のケアは、今なお進行形で取り
組まなければならない課題であることを確認した。 
7)倉光ミナ子（お茶の水女子大学准教授）：外国人女性からみた「陸前高田」の復興 

陸前高田生まれではない人たちの「陸前高田」の復興に対する思いを明らかにすること
を主たる目的とした。研究対象者は、陸前高田周辺に婚姻を通して暮らすようになった女
性たちであり、県外出身の女性と外国人女性の双方を含むが、特に後者に重点を置いた。 
 2023 年２月の最終報告会では、在日外国人の女性たちから聞いた場所とその思い出をま
とめ、報告した。その結果、女性たちがそれぞれ陸前高田に思い出の場所をもっているこ
とが分かった。それはストレスを解消するために子供や他の外国人家族とともに集まった
場所であったり、津波で亡くなってしまった病院の医師と最後に会った場所であったりし
た。こうした場所の多くは津波で失われてしまったが、さらに彼女たちは、高田松原の復
興のための松を植える作業にボランティアとしてかかわることなどを通じて、新しい思い
出の場所をポジティブに構築しようとしていた。 
8)関村オリエ（東京女子大学教授）：陸前高田の公営住宅と入居者の新しいつながり 

陸前高田に被災後新たに作られた災害公営住宅が、入居した人たちにどのような経験や
関係性をもたらしたのかを探求した。陸前高田では、2011 年 5 月に仮設住宅への入居が始
まり、災害公営住宅が最初に作られたのは、2014 年 10 月のことである。調査対象とした W
地区の公営住宅では、2017 年に入居がはじまり、60 世帯が居住している。単身高齢者世帯
の比率も高い。災害公営住宅は「既存コミュニティや新たなコミュニティ形成に配慮し、立
地、場所、規模、配置を検討」し、「入居者相互や地域住民との交流場として、オープンス
ペースや店舗スペースの確保に配慮」して作られたが、既存の集落や共同体、地区の分断、
匿名性の高さや、孤立、特に男性の閉じこもりという問題も指摘されている。住民への聞き
取りからは、女性がお茶っこの会など、積極的な集まりの機会を作っているの対し、男性の
活動は２か月に 1 回程度の飲み会はあるものの、それ程活発ではないことが窺えた。 
9) 小田隆史（東京大学准教授）：震災伝承と災害遺構 ――記憶の場所における葛藤  
 災害の記憶・教訓を伝え継ぐ「場所」の意味や「機能」への問いを探求した。その中では、
東日本大震災の〈伝承〉、遺構の保全と活用を個人的経験をふまえて論じた。記憶の場所に
は葛藤が存在する。災害経験の教訓化・規範化は、個人に外在する社会的・文化的なもので
ある。被災者の中にもアンビバレントな感情がある。悲惨な体験を思い出したくないという
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感情と「せめて」教訓として生かしてほしいという感情である。その結果、取捨選択が行な
われ、捨象される記憶・経験が生まれることになる。筆者自身が関わったものを含む、東日
本大震災の被災地における震災遺構を例に挙げながら、公的な伝承施設を、官主導の「場所」
の消費に終わらせずに、当事者・関係者との対話の積み重ねを通じて、防災教育・啓発に活
用し、「他人事」「遠い昔の歴史」にしないための実践が重要であると論じた。 
10)杉江あい（京都大学講師）：中心市街地の復興と場所の再構築 

 高田町の嵩上げ地における中心市街地の復興は、中小機構、UR、ゼネコン、市役所に加
え、地元の金融機関や商業者同士の顔の見えるつながりによって進められた。なかでも市役
所と商工会、中心市街地での本設店舗再建を目指す事業主は結びつきが強く、一堂に会して
まちづくりの計画を立てていた。この動きに対し、仮設店舗に留まった事業主、被災してい
ない事業主、新規参入の事業主、事業主以外の住民などの他の主体は、積極的ないしは周辺
的参加、傍観、反対など多様な立場を取っていた。新しい中心地市街地では、震災前のまち
を重ね合わせるような実践が様々に見られた一方で、震災前と大きく変化したまちを自ら
の「ふるさと」と思えなくなってしまったという声も聞かれた。なお、同様に大規模な嵩上
げが行われた気仙町の状況は高田町とは異なっており、今後検討していく必要がある。 
11)久島桃代（名古屋大学助教）：「被災地」陸前高田における記憶の継承活動と創出される「場
所」 震災の伝承活動に取り組む住民は、その記憶とともに現在の陸前高田を生きることを
選んだ人たちといえる。そうした人たちが創造する「いま」「ここ」の時間―場所とはいか
なるものなのか。報告者は震災後に防災の目的で出現した桜ライン、ハナミズキの道といっ
た景観を「場所」の観点からとらえ、そこに込められた住民たちの心情、活動に参加する地
元住民、外部からのボランティア、樹木の三者の出会いによって想起される記憶の内容を聞
き取ってきた。これらのライン（道）は、訪問者にとっては「見る」以上の役割を持たない
「景観」かもしれないが、主催者にとっては震災に対する悔しさや死者への思い、未来への
願いが込められた「場所」である。また、桜ラインの活動では、植樹のボランティア活動自
体が記憶伝承の場であり、植樹スポットが特別な場所へと変化していた。二つの活動の中で
紡がれる記憶、生み出される場所とは、過去と未来との往還から生まれるものであり、そこ
に流れる時間は、「時間との競争」ともいえた行政主導型の復興とは大きく異なる速度を持
つことが明らかとなった。 
（２）研究成果とその還元 
 2023 年 2 月 19 日には、陸前高田市コミュニティホールにおいて、現地の研究協力者 4 名
を加えた最終報告会を開催することができた。報告者は 18 名（オンライン参加を含む）で
あり、延べ 40 名近い聴衆が参加した。この報告会には地元住民も多く参加し、地元新聞（岩
手日報、東海新報）にも報道されて、現地社会への最初の還元も行なうことができた。今後
は、研究成果を今年中に学会等の場で発信することを予定している。 
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